
平
安
京
周
辺
寺
院
の
成
立

岡

野

浩

二

は
じ
め
に

長
岡
京
・
平
安
京
遷
都
の
際
に
は
、
平
城
京
の
寺
院
を
移
築
す
る
こ
と
は
な
く
、
平
安
京
に
は
官
寺
と
し
て
東
寺
・
西
寺
だ
け
が
建
て
ら

た
。
し
か
し
、
し
だ
い
に
平
安
京
周
辺
に
寺
院
が
登
場
し
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
そ
れ
ら
は
良
く
知
ら
れ
た
事
項
で
あ
る
が
、
寺
院
の

登
場
や
増
加
を
具
体
名
を
挙
げ
な
が
ら
俯
瞰
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

た
な
か
し
げ
ひ
さ
「
10
世
紀
の
平
安
京
内
外
の
諸
寺
」（
一
九
七
〇
年(1
)）

は
、『
延
喜
式
』（
巻
二
一
・
玄
蕃
寮
）
に
登
場
す
る
「
近
都
諸
寺
」

や
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
三
月
乙
亥
（
二
十
七
日
）
条
の
「
近
隣
七
箇
寺
（
近
陵
七
箇
寺
）」
に
つ
い
て
考
察
し
、

ま
た
十
世
紀
半
ば
ま
で
の
主
要
史
料
に
登
場
す
る
一
四
八
寺
の
一
覧
表
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
は
、
平
安
京
周
辺
寺
院
の
網
羅
的
把
握

に
成
功
し
て
い
る
が
、
寺
院
群
の
類
型
化
や
変
遷
の
考
察
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

京
都
市
編
『
京
都
の
歴
史

第
一
巻

平
安
の
新
京
』（
一
九
七
〇
年(2
)）

は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
寺
院
を
取
り
上
げ
て
い
る
（
説
明
は
本

文
を
も
と
に
筆
者
が
補
っ
た
）。
①
平
安
遷
都
の
直
後
に
建
て
ら
れ
た
寺
院
（
東
寺
・
西
寺
・
神
護
寺
・
清
水
寺
・
延
暦
寺
）。
②
定
額
寺
・
御

願
寺
（
嘉
祥
寺
・
貞
観
寺
・
元
慶
寺
・
仁
和
寺
・
醍
醐
寺
）。
③
貴
族
邸
内
の
持
仏
堂
（
実
例
は
挙
が
っ
て
い
な
い
）。
④
藤
原
氏
建
立
の
寺
院

（
安
祥
寺
・
極
楽
寺
・
法
性
寺
・
延
暦
寺
楞
厳
三
昧
院
・
浄
妙
寺
・
法
成
寺
・
平
等
院
鳳
凰
堂
）。
⑤
藤
原
氏
以
外
の
貴
族
建
立
の
寺
院
（
雲
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居
寺
・
慈
恩
寺
・
平
等
寺
・
報
恩
寺
・
補
陀
落
寺
）。
⑥
皇
室
の
造
寺
（
檀
林
寺
・
大
覚
寺
・
仁
和
寺
・
天
安
寺
・
円
融
寺
・
円
教
寺
・
円
乗

寺
・
円
宗
寺
）。
⑦
比
叡
山
の
別
所
（
神
蔵
寺
・
黒
谷
・
帝
釈
寺
・
釈
迦
院
・
安
楽
谷
）。
⑧
衆
庶
の
信
仰
を
集
め
た
寺
（
六
波
羅
蜜
寺
・
行
願

寺
・
珍
皇
寺
）。
こ
れ
は
、
定
額
寺
・
御
願
寺
な
ど
の
寺
院
制
度
や
、
寺
院
の
類
型
を
整
理
し
て
説
明
し
て
い
る
が
、
通
史
の
性
格
上
、
因
果

関
係
の
分
析
な
ど
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

角
田
文
衛
監
修
『
平
安
京
提
要
』（
一
九
九
四
年(3
)）

の
第
三
部
第
三
章
「
平
安
京
と
寺
院
」
は
「
山
背
国
時
代
の
寺
院
」「
平
安
京
の
寺
院
」

「
山
岳
寺
院
」
の
三
節
か
ら
な
り
、
そ
の
う
ち
「
平
安
京
の
寺
院
」
は
「
王
城
守
護
の
寺
院
」「
定
額
寺
か
ら
御
願
寺
へ
」「
造
寺
の
隆
盛
」

「
発
掘
に
基
づ
く
寺
院
の
復
元
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
全
体
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
の
成
果
に
多
く
の
紙
面
が
割
か
れ
て
い
る
。

堀
裕
「
平
安
京
と
寺
々
」（
二
〇
一
〇
年(4
)）

で
は
、「
京
下
諸
寺
」「
東
寺
と
西
寺
」「
平
安
京
周
辺
寺
院
―
野
と
岡
の
寺
―
」「
平
安
京
周
辺

寺
院
―
山
林
寺
院
―
」
の
項
目
を
立
て
て
、
九
世
紀
の
寺
院
を
取
り
上
げ
、
国
忌
・
密
教
修
法
・
宮
中
行
事
・
葬
送
な
ど
の
機
能
を
合
わ
せ
て

考
え
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
立
地
条
件
と
社
会
的
機
能
を
基
軸
に
据
え
て
平
安
京
周
辺
寺
院
を
論
じ
よ
う
と
す
る
視
点
は
有
益
で
あ
る

が
、
紙
数
の
限
ら
れ
た
講
座
（「
古
代
の
都
」
シ
リ
ー
ズ
）
の
記
事
で
あ
る
た
め
、
豊
富
な
成
果
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

桓
武
朝
の
寺
院
抑
制
策
と
、
貴
族
・
皇
族
・
僧
侶
に
よ
る
寺
院
建
立
と
の
相
互
関
係
を
、
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
近
年
の
研
究
に
着
目
す
る
と
、
常
住
寺
を
含
む
七
寺
に
つ
い
て
は
、
平
安
京
遷
都
以
前
か
ら
存
在
し
、
桓
武
・
嵯
峨
朝
に
重
視
さ
れ
た
こ

と
が
、
西
本
昌
弘
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
い
る(5
)。

そ
れ
は
、
平
安
京
周
辺
寺
院
の
説
明
を
、
東
寺
・
西
寺
や
最
澄
・
空
海
か
ら
始
め
る
構
図
に

縛
ら
れ
る
必
要
の
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
御
願
寺
に
つ
い
て
は
、
僧
侶
・
天
皇
・
檀
越
の
各
々
の
要
望
が
一
致
し
て
成
立
し
た
呼

称
で
、
定
額
寺
の
よ
う
な
制
度
で
は
な
い
と
本
郷
真
紹
が
指
摘
し
て
い
る(6
)。

そ
こ
か
ら
、
定
額
寺
・
御
願
寺
の
制
度
・
類
型
だ
け
で
寺
院
を
捉

え
る
べ
き
で
な
い
と
い
え
る
。
平
安
京
周
辺
寺
院
を
、
立
地
条
件
で
類
型
化
す
る
こ
と
を
堀
裕
（
前
掲
）
は
試
み
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、

整
理
基
準
が
考
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
問
題
関
心
に
立
ち
、
本
稿
で
は
次
の
手
順
で
平
安
京
周
辺
寺
院
の
動
向
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
一
に
、
平
安
京
遷
都
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以
前
か
ら
の
寺
院
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
第
二
に
、
平
安
京
周
辺
に
成
立
し
た
寺
院
を
、
既
存
施
設
の
な
い
場
所
に
建
て
ら
れ
た
か
、
既
存
施

設
を
転
用
・
利
用
し
て
成
立
し
た
か
の
基
準
で
整
理
す
る
。
第
三
に
、
平
安
京
周
辺
寺
院
、
と
り
わ
け
私
寺
が
公
認
さ
れ
て
存
続
す
る
条
件
や

手
続
き
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
な
お
、
寺
院
（
趾
）
の
所
在
地
を
理
解
す
る
た
め
に
、
便
宜
的
に
現
代
の
地
名
（
比
定
地
）
を
『
京
都
市
の
地

名
』『
京
都
府
の
地
名
』（
日
本
歴
史
地
名
大
系
27
・
26
、
平
凡
社
、
一
九
七
九
・
八
二
年
）
に
従
っ
て
括
弧
で
表
示
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
章

平
安
京
遷
都
時
の
寺
院

第
一
節

長
岡
・
平
安
遷
都
時
に
建
て
ら
れ
た
寺

野
寺
（
常
住
寺
）
は
、
東
寺
・
西
寺
よ
り
も
先
に
平
安
京
で
重
要
な
位
置
を
占
め
た
寺
院
で
あ
る
。『
阿
娑
縛
抄
諸
寺
縁
起
』
に
よ
る
と
、

野
寺
は
常
住
寺
と
も
い
い
、
延
暦
五
年
（
七
八
六
）
に
「
南
京
」
か
ら
「
此
京
」
に
移
っ
た
寺
院
で
、
桓
武
天
皇
の
本
尊
で
あ
る
薬
師
仏
を
安

置
し
て
い
た
と
い
う
。
西
本
昌
弘
は
、
常
住
寺
が
延
暦
五
年
に
某
所
か
ら
長
岡
京
に
移
建
さ
れ
、
平
安
京
遷
都
の
際
に
常
住
寺
と
桓
武
の
持
仏

の
薬
師
像
が
長
岡
京
か
ら
新
京
に
移
っ
た
と
解
釈
し
て
い
る(7
)。

ま
た
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
五
年
十
一
月
辛
丑
（
十
四
日
）
条
に
新
銭
を
伊
勢

神
宮
・
賀
茂
社
・
松
尾
社
・
七
大
寺
・
野
寺
に
頒
布
し
た
記
事
、『
叡
山
大
師
伝
』
に
同
二
十
四
年
に
最
澄
が
書
写
し
て
持
ち
帰
っ
た
天
台
の

法
文
を
「
野
寺
天
台
院
」
で
道
証
ら
に
披
見
さ
せ
た
記
事
が
あ
る
。
さ
ら
に
『
伝
述
一
心
戒
文
』（
巻
上
）
に
よ
る
と
、
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）

に
光
定
が
野
寺
に
い
た
護
命
僧
都
の
房
を
訪
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
野
寺
（
常
住
寺
）
が
桓
武
・
嵯
峨
朝
に
重
視
さ
れ
、
僧
綱
所
（
僧
綱
の

執
務
空
間
）
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
西
本
昌
弘
は
、『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
三
月
丁
亥
（
二
十
三
日
）
条

に
桓
武
の
初
七
日
の
斎
会
が
「
京
下
諸
寺
」
で
行
わ
れ
た
記
事
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
野
寺
（
常
住
寺
）
が
含
ま
れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

平
安
京
の
北
（
京
都
市
北
区
北
野
）
に
位
置
す
る
北
野
廃
寺
跡
が
同
寺
と
推
定
さ
れ
、
山
城
国
ᷤ
野
郡
に
属
し
た
こ
と
に
な
る
。
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東
寺
・
西
寺
に
つ
い
て
は
、『
東
宝
記
』（
第
一
）
に
延
暦
十
五
年
（
七
九
六
）
に
造
東
寺
長
官
の
任
命
記
事
が
あ
り
、『
類
聚
国
史
』（
巻
一

〇
七
）
同
十
六
年
四
月
己
未
（
四
日
）
条
に
造
西
寺
次
官
が
み
る
。『
日
本
後
紀
』
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
十
月
癸
丑
（
二
十
八
日
）
条
に

「
官
家
功
徳
封
物
」（
国
家
的
仏
事
の
財
源
）
を
東
大
寺
で
は
な
く
東
西
二
寺
の
所
司
に
納
め
る
と
あ
り
、
翌
四
年
正
月
癸
酉
（
十
九
日
）
条

に
東
西
二
寺
の
坐
夏
（
安
居
）
の
布
施
・
供
養
を
諸
大
寺
に
準
じ
た
も
の
と
し
た
記
事
が
み
え
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
六
年
（
八
六
四
）

二
月
十
六
日
条
の
「
西
寺
綱
所
」
の
記
事
か
ら
、
西
寺
が
僧
綱
所
と
し
て
固
定
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

第
二
節

平
安
遷
都
以
前
か
ら
存
在
し
た
寺
・
堂

『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年
（
七
九
〇
）
九
月
丙
寅
（
三
日
）
条
を
は
じ
め
、
長
岡
京
・
平
安
京
「
七
寺
」
の
記
事
が
国
史
に
登
場
し
て
お
り
、

ま
た
『
延
喜
式
』（
巻
三
三
・
大
膳
式
下
14
・
盂
蘭
盆
供
養
料
条
）
に
「
七
寺
盂
蘭
盆
供
養
料
、
東
西
寺
、
佐
比
寺
、
八
坂
寺
、
野
寺
・
出
雲

寺
、
聖
神
寺
、
寺
別
餅
菜
料
」、『
小
野
宮
年
中
行
事
』
七
月
十
五
日
「
七
寺
盂
蘭
盆
供
養
事
」
に
「
弘
仁
大
膳
式
云
、
送
二
東
・
西
・
佐
比
・

八
坂
・
常
住
・
出
雲
・
聖
神
一
」
の
記
事
が
み
え
る(8
)。

い
ず
れ
も
盂
蘭
盆
会
の
記
事
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
延
暦
十
年
三
月
癸
未
（
二
十
三

日
）
条
に
よ
る
と
『
礼
記
』
が
記
す
天
子
七
廟
に
習
っ
て
国
忌
の
数
を
増
や
さ
な
い
方
針
が
決
ま
っ
て
お
り
、
先
祖
供
養
の
盂
蘭
盆
会
も
七
寺

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る(9
)。

上
記
の
七
寺
の
う
ち
「
佐
比
寺
」
は
紀
伊
郡
石
原
郷
（
南
区
塔
ノ
森
）、「
八
坂
寺
」
は
愛
宕
郡
八

坂
郷
（
東
山
区
八
坂
上
町
）、「
出
雲
寺
」
は
愛
宕
郡
出
雲
郷
（
上
京
区
藪
之
内
町
）、
聖
神
寺
は
愛
宕
郡
（
上
賀
茂
社
付
近
）
に
所
在
し
た
。

八
坂
寺
は
法
観
寺
と
し
て
現
存
す
る
。
聖
神
寺
は
、『
賀
茂
社
禰
宜
神
主
系
図
』
に
よ
る
と
賀
茂
神
社
の
神
宮
寺
で
、
弘
仁
十
一
年
（
八
二
〇
）

の
建
立
と
記
さ
れ
て
い
る(10
)。

弘
仁
十
年
編
纂
の
弘
仁
式
に
、
同
十
年
創
建
の
聖
神
寺
が
載
っ
て
い
る
こ
と
に
若
干
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
が
、

以
上
の
七
寺
の
う
ち
東
寺
・
西
寺
を
除
く
五
寺
を
平
安
京
遷
都
以
前
に
建
立
の
寺
と
杉
山
信
三
が
指
摘
し
て
い
る(11
)。

平
安
京
遷
都
以
前
か
ら
存
在
し
た
寺
に
は
、
他
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
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広
隆
寺
（
右
京
区
太
秦
蜂
岡
町
）
は
、『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
十
一
年
（
六
〇
三
）
十
一
月
朔
日
条
に
、
秦
河
勝
が
皇
太
子
（
厩
戸
皇
子
）

か
ら
仏
像
を
受
け
て
「
蜂
岡
寺
」
を
造
っ
た
記
事
が
あ
り
、『
朝
野
群
載
』（
巻
二
）
所
収
「
広
隆
寺
縁
起
」
も
、
そ
の
由
来
を
伝
え
る
。

川
原
寺
・
長
岡
寺
（
伏
見
区
）
は
、『
類
聚
国
史
』（
巻
三
四
）
大
同
五
年
（
八
一
〇
）
七
月
辛
亥
（
十
三
日
）
条
に
、
平
城
天
皇
の
不
予
を

理
由
に
、
川
原
・
長
岡
の
両
寺
に
使
を
遣
わ
し
諷
誦
さ
せ
た
記
事
が
あ
る
。
長
岡
京
に
所
在
し
た
寺
院
と
み
ら
れ
る
。

鳥
戸
寺
（
宝
皇
寺
・
珍
皇
寺
）（
東
山
区
小
松
町
）
に
つ
い
て
は
、『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
四
月
戊
申
（
十
五
日
）
条
に
、
桓

武
の
四
七
日
の
斎
会
を
佐
比
・
鳥
戸
・
崇
福
の
三
寺
で
行
っ
た
記
事
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
天
安
二
年
（
八
五
八
）
四
月
庚
子
（
九
日
）

条
に
、「
宝
皇
寺
」
が
俗
に
「
鳥
戸
寺
」
と
呼
ば
れ
た
記
事
が
あ
る
。
ま
た
長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
二
月
十
九
日
の
山
城
国
珍
皇
寺
領
坪
付

案
（『
平
安
遺
文
』
四
二
一
号
）
に
、
鳥
部
郷
（
鳥
戸
郷
）・
八
坂
郷
・
錦
部
郷
の
土
地
や
、「
丙
辰
年
」
の
創
建
記
事
が
あ
る
。
以
上
か
ら
、

愛
宕
郡
鳥
戸
郷
に
鳥
戸
寺
（
宝
皇
寺
）
が
桓
武
朝
以
前
か
ら
存
在
し
、
の
ち
に
珍
皇
寺
と
呼
ば
れ
と
み
ら
れ
る
。

岡
本
堂
（
北
区
）
は
、『
続
日
本
後
紀
』
天
長
十
年
（
八
三
三
）
十
二
月
朔
日
条
に
「
道
場
一
處
、
在
二
山
城
国
愛
宕
郡
賀
茂
社
以
東
一
許

里
一、
本
号
二
岡
本
堂
一、
是
神
戸
百
姓
奉
二
為
賀
茂
大
神
一、
所
二
建
立
一
也
、
天
長
年
中
検
非
違
使
尽
従
二
停
廃
一、
至
レ
是
、
勅
曰
（
中
略
）
宜
三
彼

堂
宇
特
聴
二
改
建
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
賀
茂
社
の
神
戸
が
そ
の
神
宮
寺
と
し
て
建
立
し
た
堂
（
道
場
）
で
、
天
長
年
間
（
八
二
四
～
八
三

四
）
に
検
非
違
使
に
よ
っ
て
破
却
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
再
建
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
岡
本
」
は
、
天
平
六
年
（
七
三
四
）
の
優
婆
塞
貢

進
解
に
み
え
る
「
山
背
国
賀
茂
郷
岡
本
里
」
の
里
名
と
符
合
し
て
い
る(12
)。

石
作
寺
（
西
京
区
）
は
、『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
閏
十
月
五
日
条
に
、
山
城
国
乙
訓
郡
の
公
田
五
町
を
元
慶
寺
田
と
し
、

四
段
三
一
六
歩
を
「
石
作
寺
」
に
返
し
た
記
事
が
あ
る
。『
和
名
類
聚
抄
』
に
乙
訓
郡
石
作
郷
が
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
石
作
連
氏
が
み
え

る
。
石
作
寺
は
郷
名
を
負
う
寺
で
あ
り
、
平
安
京
遷
都
以
前
か
ら
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
参
考
と
し
て
、
創
建
年
次
の
不
明
な
も
の
三
点
を
追
記
し
て
お
く
。
霊
巌
寺
（
北
区
）
は
、
宮
城
以
北
の
山
野
に
入
る
こ
と
を
禁
じ
た

弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
十
月
十
日
の
官
符
（『
政
事
要
略
』
巻
七
〇
）
に
お
い
て
、
そ
の
北
限
と
し
て
同
寺
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
年
中
行
事
秘
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抄
』
に
は
、
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
八
七
七
）
か
ら
霊
巌
寺
で
三
月
三
日
・
九
月
九
日
に
天
皇
が
北
斗
星
を
祭
っ
て
御
灯
を
献
じ
て
い
る
と
記

さ
れ
て
い
る
。
度
賀
尾
寺
（
右
京
区
梅
ヶ
畑
栂
尾
町
）
は
、『
尊
意
贈
僧
正
伝
』
に
よ
る
と
、
の
ち
に
天
台
座
主
に
な
る
尊
意
が
、
貞
観
十
八

年
（
八
七
六
）
に
十
一
歳
で
入
山
の
志
を
抱
き
、
王
城
北
山
の
「
度
賀
尾
寺
」
の
賢
一
に
従
っ
た
と
い
う
。
高
岑
寺
（
北
区
）
は
、「
北
山
」

に
所
在
し
た
寺
で
あ
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
六
年
八
月
二
十
四
日
条
に
、
宗
叡
が
愛
宕
郡
栗
栖
野
に
御
願
寺
を
建
て
た
記
事
が
あ
り
、

そ
の
仏
像
は
も
と
「
北
山
高
岑
寺
」
に
所
在
し
た
が
貞
観
十
三
年
の
大
雨
の
際
に
栗
栖
野
に
移
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章

平
安
京
周
辺
寺
院
と
旧
来
施
設

第
一
節

旧
来
施
設
を
持
た
な
い
寺

比
叡
寺
（
延
暦
寺
）（
滋
賀
県
大
津
市
）
は
、『
叡
山
大
師
伝
』
の
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
の
記
事
に
「
山
院
」、
同
二
十
年
の
記
事
に

「
比
叡
峰
一
乗
止
観
院
」
が
み
え
、
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
に
法
華
三
昧
堂
を
建
て
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
扶
桑
略
記
』
延
暦
七
年
条

に
は
、
比
叡
山
に
「
根
本
中
堂
一
乗
止
観
院
」
を
建
て
た
記
事
が
み
え
る
。
最
澄
が
弘
仁
二
年
七
月
十
七
日
に
記
し
た
『
羯
磨
金
剛
目
録
』

（
延
暦
寺
文
書
）
に
「
比
叡
寺
印
」
が
押
さ
れ
て
お
り(13
)、『

叡
山
大
師
伝
』
に
よ
る
と
弘
仁
十
四
年
二
月
二
十
六
日
に
「
延
暦
寺
」
号
が
勅
に

よ
っ
て
許
さ
れ
て
い
る
。

高
雄
山
寺
（
神
護
寺
）（
右
京
区
梅
ヶ
畑
高
雄
町
）
は
、『
叡
山
大
師
伝
』
に
よ
る
と
延
暦
二
十
一
年
（
八
〇
二
）
に
和
気
広
世
・
真
綱
が
最

澄
ら
を
招
い
て
天
台
の
教
え
を
講
演
さ
せ
て
い
る
。
天
長
元
年
（
八
二
四
）
九
月
二
十
七
日
の
太
政
官
符
で
、
高
雄
寺
が
定
額
寺
に
指
定
さ
れ

た
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
）。
そ
の
官
符
に
よ
る
と
、
和
気
清
麻
呂
が
延
暦
年
間
に
河
内
国
に
建
て
た
神
願
寺
が
、
山
城
国
の
高
雄
寺
に
遷
さ

れ
、「
神
護
国
祚
真
言
寺
」（
神
護
寺
）
と
改
称
し
て
い
る
。
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鞍
馬
寺
（
左
京
区
鞍
馬
本
町
）
は
、『
扶
桑
略
記
』
延
暦
十
五
年
（
七
九
六
）
条
、『
拾
遺
往
生
伝
』（
下
巻
二
）
に
よ
る
と
、
藤
原
伊
勢
人

（
造
東
寺
長
官
）
が
観
音
と
毘
沙
門
天
の
像
を
安
置
し
た
西
観
音
堂
に
端
を
発
す
る
と
い
う
。

清
水
寺
（
東
山
区
清
水
）
に
つ
い
て
は
、『
扶
桑
略
記
』
延
暦
十
七
年
（
七
九
八
）
七
月
二
日
条
に
よ
る
と
、
愛
宕
郡
八
坂
郷
東
山
の
清
水

寺
は
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
観
音
像
を
安
置
し
た
檜
皮
屋
を
堂
舎
と
し
た
と
い
い
、「
件
寺
縁
起
」
を
引
い
て
沙
弥
延
鎮
の
宝
亀
九
年
か
ら
の
活

動
と
坂
上
田
村
麻
呂
と
の
関
係
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
同
書
延
暦
二
十
四
年
条
に
は
、
寺
地
を
坂
上
田
村
麻
呂
に
与
え
、「
私
寺
」
と
す
る
こ

と
を
山
城
国
司
に
伝
え
た
太
政
官
符
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

ᷤ
井
寺
（
法
輪
寺
）（
西
京
区
嵐
山
虚
空
蔵
山
町
）
は
、『
法
輪
寺
縁
起
』
に
よ
る
と
、
天
長
六
年
（
八
二
九
）
に
道
昌
が
ᷤ
井
寺
に
一
〇
〇

日
間
参
籠
し
て
虚
空
蔵
菩
薩
を
感
得
し
て
木
像
を
造
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
に
仏
閣
を
建
て
て
霊
像
を
安
置
し
僧

侶
を
止
住
さ
せ
、
葛
井
寺
を
法
輪
寺
と
改
称
し
た
と
い
う
。

法
琳
寺
（
伏
見
区
小
来
栖
北
谷
町
）
は
、
入
唐
僧
の
常
暁
が
宇
治
郡
に
建
て
た
寺
で
、
唐
か
ら
伝
え
た
太
元
帥
霊
像
を
安
置
し
、
太
元
帥
法

を
修
す
る
場
に
な
っ
た
と
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
六
月
丁
未
（
三
日
）
条
が
伝
え
て
い
る
。

安
祥
寺
（
山
科
区
御
陵
平
林
町
）
は
、『
安
祥
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
』（『
平
安
遺
文
』
一
六
四
号
）
に
よ
る
と
、
藤
原
順
子
（
仁
明
天
皇
の

女
御
）
と
恵
運
が
安
祥
寺
山
南
麓
に
建
て
た
寺
で
、
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
に
七
僧
を
置
き
、
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
に
「
官
額
」
を
受
け
、

同
三
年
に
四
辺
の
山
を
施
入
さ
れ
た
と
い
い
（『
日
本
文
徳
実
録
』
十
月
辛
卯
（
二
十
一
日
）
条
で
は
宇
治
郡
粟
田
山
）、
五
〇
町
の
四
至
「
東

限
二
大
樫
大
谷
一、
南
限
二
山
陵
一、
西
限
二
堺
峯
一、
北
限
二
檜
尾
古
寺
所
一
」
が
記
さ
れ
、
ま
た
宇
治
郡
余
戸
郷
北
方
に
「
安
祥
寺
上
寺
」
が
そ
の

裏
に
所
在
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

海
印
三
昧
寺
（
長
岡
京
市
）
は
、
道
雄
が
建
て
た
寺
で
、
嘉
祥
四
年
（
八
五
一
）
三
月
二
十
二
日
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
）
に
よ
る

と
、
乙
訓
郡
木
於
山
峯
に
「
十
院
」
を
建
て
「
七
家
八
宗
業
道
」
を
習
学
す
る
と
し
て
、
定
額
寺
と
し
、
別
当
と
年
分
度
者
を
置
く
こ
と
を
申

請
し
て
許
さ
れ
て
い
る
。
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興
隆
寺
（
北
区
）
は
、
常
住
寺
十
禅
師
延
庭
が
葛
野
郡
北
山
に
「
道
場
」
を
建
て
て
千
手
観
音
像
な
ど
を
安
置
し
、
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）

に
木
工
寮
が
堂
舎
を
建
立
し
、
同
七
年
四
月
十
五
日
に
御
願
寺
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
と
『
日
本
三
代
実
録
』
が
伝
え
て
い
る
。

元
慶
寺
（
山
科
区
北
花
山
河
原
町
）
は
、
遍
昭
が
陽
成
天
皇
の
誕
生
時
に
そ
の
母
藤
原
高
子
と
と
も
に
発
願
し
て
建
立
し
た
も
の
で
、『
日

本
三
代
実
録
』
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
十
二
月
九
日
条
に
、
定
額
寺
と
な
り
年
分
度
者
三
人
が
置
か
れ
た
記
事
が
あ
る
。

仁
和
寺
（
右
京
区
御
室
大
内
）
は
、
宇
多
天
皇
が
光
孝
天
皇
の
た
め
に
建
立
し
た
寺
で
、『
日
本
紀
略
』
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
八
月
十
七

日
条
に
「
新
造
西
山
御
願
寺
」
で
の
光
孝
天
皇
周
忌
法
会
の
記
事
が
あ
り
、
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
五
月
二
日
の
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』

巻
二
）
に
も
そ
の
こ
と
が
み
え
る
。

醍
醐
寺
（
伏
見
区
醍
醐
）
は
、
聖
宝
が
貞
観
（
八
五
九
～
八
七
七
）
の
末
に
宇
治
郡
の
笠
取
山
に
登
っ
て
精
舎
を
建
て
、
延
喜
七
年
（
九
〇

七
）
に
醍
醐
天
皇
の
御
願
の
仏
像
を
造
り
、
後
継
者
の
観
賢
が
定
額
寺
と
す
る
こ
と
を
申
請
し
、
そ
の
裁
可
の
僧
綱
牒
が
同
十
四
年
正
月
二
十

一
日
に
同
寺
に
下
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
十
九
年
四
月
十
九
日
に
は
醍
醐
寺
下
宿
院
の
造
作
が
始
ま
っ
て
い
る
（
以
上
『
醍
醐
寺
要
書
』）。
山

上
の
堂
舎
、
山
下
の
宿
院
の
順
で
建
築
物
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
節

官
人
の
邸
宅
・
山
荘
を
寺
に
転
用
、
ま
た
は
貴
族
の
土
地
に
建
て
ら
れ
た
寺
・
院(14
)

雲
居
寺
（
東
山
区
下
河
原
町
）
は
、
菅
野
真
道
が
建
て
た
「
道
場
一
区
」
に
端
を
発
す
る
。『
続
日
本
後
紀
』
承
和
四
年
（
八
三
七
）
二
月

庚
申
（
二
十
七
日
）
条
に
「
従
五
位
下
菅
野
朝
臣
永
岑
言
、
亡
父
参
議
従
三
位
真
道
朝
臣
、
奉
二
為
桓
武
天
皇
一、
所
二
建
立
一
道
場
院
一
区
、

在
二
山
城
国
愛
宕
郡
八
坂
郷
一、
雖
三
其
疆
界
接
二
八
坂
寺
一、
而
其
形
勢
猶
宜
二
別
院
一、
由
レ
是
、
道
俗
号
曰
二
八
坂
東
院
一、
伏
望
限
以
二
四
至
一、
別

為
二
一
院
一、
置
二
僧
一
口
一、
永
俾
二
護
持
一、
許
レ
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

慈
恩
院
（
南
区
）
は
、
滋
野
貞
主
の
「
宅
一
区
」
を
「
道
場
」
に
し
た
こ
も
の
で
、
西
寺
の
別
院
に
な
っ
て
い
る
。『
続
日
本
後
紀
』
承
和
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十
一
年
（
八
四
四
）
四
月
壬
午
（
三
十
日
）
条
に
「
参
議
式
部
大
輔
従
四
位
上
滋
野
朝
臣
貞
主
、
以
下
在
二
西
寺
南
一
居
宅
一
区
上、
捨
為
二
道
場
一、

仍
言
、
私
建
二
道
場
一、
是
格
之
所
レ
禁
也
、
雖
二
是
旧
宅
一、
事
似
二
新
築
一、（
中
略
）
望
請
便
入
二
西
寺
一、
命（

令
）

為
二
別
院
一、
号
二
其
名
一
曰
二
慈
恩

院
一、
東
大
寺
僧
伝
灯
住
位
円
修
永
為
二
別
当
一、
三
綱
在
別
レ
別
、
又
自
レ
此
以
後
、
別
当
三
綱
、
随
二
檀
越
願
一、
令
レ
充
二
行
之
一
者
、
勅
聴
レ
之
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

雙
丘
寺
・
天
安
寺
（
右
京
区
花
園
扇
野
町
）
は
、
清
原
夏
野
の
「
山
荘
」
に
端
を
発
し
、
文
徳
天
皇
の
田
邑
陵
の
近
く
に
三
昧
を
修
す
る
僧

が
置
か
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
天
安
二
年
（
八
五
八
）
十
月
十
七
日
条
に
「
陵
辺
修
二
三
昧
一
沙
弥
廿
口
、
令
レ
住
二
雙

丘
寺
一、
元
是
右
大
臣
清
原
真
人
夏
野
之
山
荘
、
今
所
レ
謂
天
安
寺
也
」
と
み
え
る
。

平
等
寺
（
右
京
区
）
は
、
平
高
棟
の
「
別
野
」
に
建
て
ら
れ
た
「
道
場
」
に
端
を
発
す
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
正

月
十
日
条
に
、「
正
三
位
行
権
中
納
言
平
朝
臣
高
棟
奏
請
、
別
野
在
二
山
城
国
ᷤ
野
郡
一、
以
為
二
道
場
一、
賜
レ
額
曰
二
平
等
寺
一、
詔
許
レ
之
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

真
如
院
（
西
京
区
山
田
平
尾
寺
）
は
、
藤
原
良
縄
が
「
別
野
」
に
建
て
た
「
道
場
」
で
あ
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
四
年
（
八
六
二
）

二
月
十
六
日
条
に
「
参
議
正
四
位
下
行
左
大
弁
兼
左
近
衛
中
将
藤
原
朝
臣
良
縄
奏
言
、
別
野
一
区
在
二
山
城
国
ᷤ
野
郡
一、
良
縄
奉
二
為
先
皇
一
造

仏
写
経
、
安
二
置
其
中
一、
親
母
出
家
、
便
亦
居
住
、
請
捨
為
二
道
場
一、
賜
二
名
真
如
院
一、
許
レ
之
」
と
み
え
る
。

報
恩
寺
は
、
伴
善
男
の
「
別
野
」
を
「
道
場
」
に
し
た
寺
で
あ
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
四
年
（
八
六
二
）
十
月
七
日
条
に
「
正
三
位

行
中
納
言
兼
民
部
卿
皇
太
后
宮
大
夫
伴
宿
禰
善
男
奏
言
、（
中
略
）
心
練
二
報
恩
之
誠
一、
毎
念
レ
建
二
仁
祠
之
舎
一、
還
恐
レ
違
二
国
家
之
制
一、（
中

略
）
請
捨
二
山
城
国
紀
伊
郡
深
草
郷
別
野
一
為
二
道
場
一、
賜
二
額
報
恩
一、（
中
略
）
詔
許
レ
之
」
と
あ
る
。

某
寺
は
、
高
丘
親
王
が
構
え
た
「
堂
舎
」
の
地
に
在
原
善
淵
が
「
一
舎
」
を
構
え
た
も
の
で
あ
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
四
年
（
八
六

二
）
十
二
月
二
十
五
日
条
に
「
大
蔵
大
輔
正
五
位
下
在
原
朝
臣
善
淵
奏
言
、（
中
略
）
禅
師
親

（
高
丘
親
王
）

王
昔
構
二
堂
舎
一
之
地
、
今
来
荒
廃
、
其
趾
猶

存
、
因
願
、
不
レ
労
二
犯
土
之
功
力
一、
便
建
二
一
舎
於
此
中
一、（
中
略
）
詔
許
レ
之
、
善
淵
、
平
城
太
上
天
皇
孫
、
高
丘
親
王
之
男
也
」
と
記
さ
れ
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て
い
る
。

禅
林
寺
（
左
京
区
永
観
堂
町
）
は
、
藤
原
関
雄
の
「
東
山
家
」
を
真
紹
が
買
得
し
て
建
て
た
寺
で
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
五
年
（
八
六

三
）
九
月
六
日
条
に
「
以
二
山
城
国
愛
宕
郡
道
場
一
院
一、
預
二
於
定
額
一、
賜
二
名
禅
林
寺
一、
先
レ
是
、
律
師
伝
灯
大
法
師
位
真
紹
申
牒
偁
、（
中

略
）
爰
買
二
故
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
関
雄
東
山
家
一、
即
便
為
二
寺
家
一、
造
二
立
一
堂
一、
安
二
置
五
仏
一、
夫
僧
買
二
俗
家
一
者
、
律
令
之
所
レ
制
、
私

立
二
道
場
一
者
、
格
式
之
所
レ
禁
也
、
犯
二
此
禁
制
一、
立
二
彼
道
場
一、
非
下
是
敢
押
二
法
禁
一
故
招
中
罪
名
上、（
中
略
）
請
預
二
之
定
額
一、
名
二
禅
林
寺
一、

永
伝
二
真
言
法
門
秘
要
一、
師
資
相
伝
、
存
二
於
不
朽
一、
勅
許
レ
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

円
覚
寺
（
右
京
区
嵯
峨
野
水
尾
宮
ノ
脇
町
）
は
、
藤
原
良
相
の
「
粟
田
山
庄
」
を
寺
に
し
た
も
の
で
、『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
四
年
（
八

八
〇
）
十
一
月
二
十
五
日
条
に
「
太
上
天
皇

（
清
和
）

聖
体
不
予
、
是
日
遷
レ
自
二
棲
霞
観
一
御
二
円
覚
寺
一、（
中
略
）
棲
霞
観
者
左
大

（
源
融
）

臣
山
庄
也
、（
中
略
）

円
覚
寺
者
右
大
臣

（
藤
原
良
相
）

粟
田
山
庄
也
」
と
あ
り
、
十
二
月
四
日
に
清
和
上
皇
が
円
覚
寺
で
崩
御
し
て
い
る
。

棲
霞
寺
（
清
涼
寺
）（
右
京
区
嵯
峨
野
釈
迦
堂
藤
ノ
木
町
）
は
、
源
融
の
「
山
庄
」
に
端
を
発
す
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
四
年
（
八
八

〇
）
八
月
二
十
三
日
条
に
、
清
和
太
上
天
皇
が
嵯
峨
棲
霞
観
に
滞
在
し
た
記
事
、
十
一
月
二
十
五
日
条
に
、
棲
霞
観
は
源
融
の
「
山
庄
」
で

あ
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
寛
平
七
年
（
八
九
五
）
八
月
に
源
融
が
薨
じ
た
後
に
棲
霞
寺
に
な
り
、
源
重
明
の
『
吏
部
王
記
』
天
慶
八
年

（
九
四
五
）
六
月
十
日
・
七
月
二
十
八
日
・
十
二
月
二
十
七
日
条
に
、
棲
霞
寺
の
釈
迦
堂
・
新
堂
院
や
亡
室
の
周
忌
法
会
の
記
事
が
あ
る
。
十

一
世
紀
に
は
、
奝
然
が
宋
か
ら
将
来
し
た
仏
像
が
棲
霞
寺
釈
迦
堂
に
安
置
さ
れ
、
後
に
清
涼
寺
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

赤
山
禅
院
（
左
京
区
修
学
院
開
根
坊
町
）
は
、
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
に
南
淵
年
名
の
「
山
庄
」
を
延
暦
寺
僧
が
買
得
し
て
円
仁
の
宿
願
で

あ
っ
た
堂
舎
と
し
た
も
の
で
あ
る
。『
慈
覚
大
師
伝
』
に
「
仁
和
四
年
、
建
二
立
大
師

（
円
仁
）

本
願
禅
院
一、
是
南
大
納

（
南
淵
年
名
）

言
山
庄
也
、
在
二
延
暦
寺
西
坂

下
一、
大
衆
合
レ
力
、
以
二
銭
二
百
貫
一
買
得
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る(15
)。

円
城
寺
（
左
京
区
鹿
ヶ
谷
宮
ノ
前
町
）
は
、
藤
原
氏
宗
の
終
焉
の
地
に
妹
の
藤
原
淑
子
が
建
立
し
、
宇
多
天
皇
と
益
信
が
経
営
し
た
寺
院
で

あ
る
。
延
喜
六
年
（
九
〇
六
）
九
月
十
九
日
の
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
三
）
に
「
件
寺
元
是
故
右
大
臣
贈
正
二
位
藤
原
朝
臣
氏
宗
終
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焉
之
地
、
故
尚
侍
贈
正
一
位
藤
原
朝
臣
淑
子
発
願
建
二
斯
仁
祠
一、
太
上

（
宇
多
）

法
皇
御
宇
之
間
、
依
二
尚
侍
付
属
一
令
レ
加
二
修
造
一、（
中
略
）
故
以
二
寺

家
一
委
二
付
益
信
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

第
三
節

上
皇
・
天
皇
の
後
院
・
離
宮
、
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
寺
・
院

大
覚
寺
（
右
京
区
嵯
峨
大
沢
町
）
は
、
嵯
峨
上
皇
の
「
嵯
峨
院
」
を
皇
后
の
橘
嘉
智
子
が
寺
院
に
し
た
も
の
で
あ
る
。『
日
本
三
代
実
録
』

貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
二
月
二
十
五
日
条
に
「
淳
和
太
皇
太
后
、
請
下
以
二
嵯
峨
院
一
為
中
大
覚
寺
上
曰
、
嵯
峨
院
者
、
太
上

（
嵯
峨
）

天
皇
昔
日
閑
放
之

地
也
、（
中
略
）
而
今
尊
像
禅
経
、
時
備
二
敬
礼
一、
鍾
磬
香
花
、
随
以
安
置
、
伽
藍
之
体
、
仏
地
之
端
、
五
六
年
来
、
適
然
具
足
、（
中
略
）
便

為
二
道
場
一、
名
号
惟
新
、
称
曰
二
大
覚
一、（
中
略
）
勅
曰
、
宜
下
随
二
太
皇
太
后
御
願
一、
賜
レ
額
曰
二
大
覚
寺
一、
頒
中
行
天
下
上
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
三
月
二
十
三
日
条
に
は
、
淳
和
太
皇
太
后
（
正
子
内
親
王
。
嵯
峨
と
橘
嘉
智
子
の
娘
。
淳
和

の
皇
后
）
の
事
績
と
し
て
、「
嵯
峨
旧
宮
、
捨
為
二
精
舎
一、
号
曰
二
大
覚
寺
一、
其
側
建
二
廨
舎
一、
名
為
二
済
治
院
一、
療
二
僧
尼
之
病
一
」
と
あ
る
。

な
お
檀
林
寺
・
観
空
寺
も
、
橘
嘉
智
子
や
嵯
峨
上
皇
に
よ
っ
て
嵯
峨
の
地
に
建
て
ら
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
檀
林
寺
（
右
京
区
）
は
、
橘
嘉
智

子
が
建
立
し
た
寺
院
で
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
五
月
壬
午
（
五
日
）
条
に
「
后
自
明
二
泡
幻
一、
篤
信
二
仏
理
一、
建
二

一
仁
祠
、
名
二
檀
林
寺
一、
遣
下
二
比
丘
尼
持
律
者
一
入
中
住
寺
家
上、
仁
明
天
皇
助
二
其
功
徳
一、
施
二
捨
五
百
戸
封
一、
以
充
二
供
養
一
」
と
あ
り
、『
続
日

本
後
紀
』
承
和
三
年
（
八
三
六
）
閏
五
月
壬
午
（
十
四
日
）
条
に
造
檀
林
寺
使
主
典
が
み
え
る
。『
山
城
名
勝
志
』
な
ど
か
ら
天
竜
寺
の
周
辺
、

大
覚
寺
の
南
に
位
置
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
観
空
寺
（
右
京
区
嵯
峨
観
空
寺
久
保
殿
町
）
は
、
嵯
峨
上
皇
が
建
て
た
寺
で
、『
日
本
三
代
実
録
』

貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）
八
月
二
十
六
日
条
に
「
以
二
山
城
国
葛
野
郡
観
空
寺
一
預
二
之
定
額
一、
勅
、
観
空
寺
者
、
嵯
峨
太
上
天
皇
創
建
、
宜
下

以
二
其
後
親
王
源
氏
一
為
中
檀
越
上、
永
為
二
恒
例
一
」
と
あ
り
、
大
覚
寺
の
西
に
位
置
す
る
。

淳
和
院
（
右
京
区
）
は
、
淳
和
上
皇
の
後
院
で
あ
る
。『
続
日
本
後
紀
』
天
長
十
年
（
八
三
三
）
八
月
戊
申
（
二
十
五
日
）
条
に
同
院
に
嵯
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峨
・
淳
和
両
上
皇
が
遊
宴
し
た
記
事
が
あ
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
三
月
二
十
三
日
条
に
は
、
淳
和
太
皇
太
后
（
正
子

内
親
王
）
の
事
績
と
し
て
、「
以
二
淳
和
院
一、
為
二
道
場
一、
不
改
二
院
号
一、
安
下
置
平
生
侍
二
左
右
一
之
尼
上、
厚
充
二
供
料
一、
永
令
二
居
住
一、
師
資
相

承
、
修
レ
道
不
レ
断
焉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
拾
芥
抄
』（
中
・
諸
院
）
に
は
「
淳
和
院
、
天
長
上
皇
離
宮
、
今
西
院
、
或
云
橘
大
后
宮
」
と

あ
り
、
右
京
四
条
に
位
置
し
た(16
)。

嘉
祥
寺
（
伏
見
区
）
は
、
仁
明
天
皇
の
居
住
し
た
清
涼
殿
を
深
草
山
陵
に
移
し
て
建
て
た
寺
で
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
仁
寿
元
年
（
八

五
一
）
二
月
丙
辰
（
十
三
日
）
条
に
「
是
日
、
移
二
清
涼
殿
一、
為
二
嘉
祥
寺
堂
一、
此
殿
者
、
先
皇

（
仁
明
）

之
讌
寝
也
、
今
上

（
文
徳
）

不
レ
忍
レ
御
レ
之
、
故
捨
為
二

仏
堂
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
貞
観
寺
（
伏
見
区
）
は
、「
嘉
祥
寺
西
院
」
に
端
を
発
す
る
寺
で
あ
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
六
年
（
八

七
四
）
三
月
二
十
三
日
条
に
、
貞
観
寺
は
清
和
天
皇
が
誕
生
し
た
際
に
藤
原
良
房
と
真
雅
が
謀
っ
て
建
て
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
書
貞

観
十
四
年
七
月
十
九
日
条
に
は
、
真
雅
の
申
請
に
よ
っ
て
天
安
三
年
（
八
五
九
）
三
月
に
嘉
祥
寺
に
年
分
度
者
三
人
が
置
か
れ
、
そ
の
と
き
貞

観
寺
は
寺
名
が
定
ま
ら
ず
、「
西
院
」
と
称
し
て
度
者
を
置
き
、
貞
観
四
年
七
月
二
十
七
日
に
「
嘉
祥
寺
西
院
」
を
「
貞
観
寺
」
と
改
称
し
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。

雲
林
院
（
北
区
）
は
、『
日
本
紀
略
』
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
四
月
乙
卯
（
十
二
日
）
条
、
同
九
年
四
月
癸
酉
（
十
一
日
）
条
、
承
和
十
一

年
（
八
四
四
）
八
月
癸
巳
（
十
三
日
）
条
か
ら
、
淳
和
天
皇
の
離
宮
「
紫
野
院
」
が
「
雲
林
亭
」
と
改
称
し
、
さ
ら
に
「
雲
林
院
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
四
月
三
日
条
に
「
僧
正
遍
照（

昭
）

奏
言
、
雲
林
院
、
是
仁
明
天
皇

之
第
七
皇
子
常
康
親
王
旧
居
也
、
初
親
王
出
家
之
後
、
去
貞
観
十
一
年
二
月
十
六
日
、
親
王
付
二
属
於
遍
照
一、（
中
略
）
望
請
為
二
元
慶
寺
別

院
一、（
中
略
）
至
レ
是
許
レ
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
仁
明
天
皇
の
皇
子
常
康
親
王
に
伝
わ
り
、
同
親
王
が
出
家
し
て
遍
昭
の
弟
子
と
な
っ
た
こ
と

で
、
遍
昭
の
経
営
す
る
元
慶
寺
の
別
院
に
な
っ
た
。『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
九
月
十
日
条
に
も
、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）

二
月
十
六
日
の
常
康
親
王
の
出
家
と
雲
林
院
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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第
四
節

僧
の
遊
行
と
檀
越
寄
進
の
屋
舎
に
由
来
す
る
寺

相
応
寺
（
大
山
崎
町
字
大
山
崎
）
は
、
壹
円
が
「
一
老
嫗
」
に
「
漁
商
比
屋
」
の
土
地
を
譲
ら
れ
て
壇
法
を
行
っ
た
場
所
に
、
藤
原
良
房
に

よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
寺
で
あ
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
に
よ
る
と
、
薬
師
寺
の
壹
円
が
藤
原
良
房
の
病
気
を
平
癒
さ
せ
た
こ
と
で
、
貞
観
七
年

（
八
六
五
）
九
月
五
日
に
権
僧
正
に
直
任
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
書
貞
観
八
年
十
月
二
十
日
条
に
「
勅
、
山
城
国
乙
訓
郡
相
応
寺
者
、
元
是

漁
商
比
屋
之
地
也
、
往
年
権
僧
正
壹
円
泛
レ
水
観
二
行
橋
頭
一、
遭
二
天
暑
熱
一、
上
レ
岸
風
涼
、
有
二
一
老
嫗
一、
避
レ
舎
献
レ
地
、
壹
円
便
在
二
其
中
一

聊
修
二
壇
法
一、
鏟
二
平
地
中
一、
得
二
旧
仏
像
一、
因
縁
相
応
、
霊
瑞
頻
現
、
太
政
大
臣

（
藤
原
良
房
）

歎
二
其
希
有
一、
奏
建
二
道
場
一、
即
発
二
工
夫
一、
忽
備
二
輪
奐
一、

遂
定
二
寺
名
一、
以
為
二
相
応
一、
宜
下
賜
二
四
履
一
永
為
中
寺
堺
上、
東
至
二
橋
道
一、
南
至
二
河
崖
一、
西
至
二
作
山
一、
北
至
二
大
路
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
『
吉
記
』
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
九
月
二
十
二
日
条
の
「
感
応
寺
」（
川
崎
観
音
）
へ
の
参
詣
記
事
に
、
壹
円
僧
正
の
建
立
で
あ
る
と

の
寺
僧
か
ら
の
伝
聞
が
み
え
る
。「
河
崎
」（
中
京
区
梶
井
）
は
、
鴨
川
に
接
し
た
場
所
で
あ
る
。

第
三
章

平
安
京
周
辺
の
寺
・
院
・
堂
の
公
認

第
一
節

寺
・
院
・
堂

第
一
章
で
は
「
寺
」
と
「
堂
」（
岡
本
堂
）
が
、
第
二
章
で
は
「
寺
」
と
「
院
」（
慈
恩
院
・
真
如
院
・
赤
山
禅
院
・
淳
和
院
・
嘉
祥
寺
西

院
・
雲
林
院
）
が
登
場
し
て
い
た
。「
寺
」「
堂
」「
院
」
の
術
語
（
各
々
の
理
念
型
）
と
、
こ
こ
で
登
場
し
た
実
例
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ

う
。「

寺
」
の
必
要
条
件
に
つ
い
て
は
、『
続
日
本
紀
』
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
五
月
庚
寅
（
十
五
日
）
条
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
伽
藍
を
修
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造
せ
ず
に
寺
額
や
寺
田
を
要
求
す
る
現
状
が
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の
は
数
箇
寺
を
合
併
す
る
、
堂
塔
が
整
っ
て
い
て
も
寺
僧
が
お
ら
ず
檀
越
が

資
財
・
寺
田
を
専
有
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
国
司
・
檀
越
が
立
ち
会
い
資
財
を
記
録
さ
せ
る
と
い
う
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
「
寺
」
は
、
伽
藍
の
整
備
、
僧
（
僧
尼
）
の
常
住
、
財
源
の
確
保
、
檀
越
の
存
在
、
と
い
う
条
件
が
満
た
さ
れ
た
、
い
わ
ば
法

人
格
の
組
織
を
理
想
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
堂
」
に
つ
い
て
は
、
直
木
孝
次
郎
が
『
日
本
霊
異
記
』
に
み
え
る
「
寺
」
と
「
堂
」
を
対
比
し
て
、「
堂
」
に
は
常
住
僧
が
い
な
い
と
指
摘

し
て
い
る(17
)。

つ
ま
り
「
堂
」
は
、
僧
尼
の
常
住
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
、
上
記
「
寺
」
の
必
要
条
件
を
満
た
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。
僧
尼
令

（
５
・
非
寺
院
条
）
で
、
僧
尼
が
「
寺
院
」
で
は
な
く
別
に
「
道
場
」
を
建
て
て
衆
を
集
め
教
化
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
「
道

場
」
も
「
堂
」
と
同
じ
立
場
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
「
岡
本
堂
」
も
、
賀
茂
社
の
封
戸
が
建
て
た
簡
易
な
施
設
と
み
ら
れ

る
。「

院
」
に
つ
い
て
は
、
杉
山
信
三
が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る(18
)。

つ
ま
り
「
院
」
は
飛
鳥
寺
禅
院
・
東
大
寺
戒
壇
院
の
よ
う
に
、「
寺
」
の

一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
当
初
か
ら
計
画
し
て
建
て
ら
れ
た
と
は
限
ら
ず
、
羂
索
院
が
発
展
し
て
東
大
寺
に
な
っ
た
例
や
、
子
院
が
後
か
ら

誕
生
し
た
例
も
あ
り
、
ま
た
仁
和
寺
御
室
の
よ
う
に
自
立
性
の
高
い
特
定
の
院
家
が
存
在
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
「
嘉

祥
寺
西
院
」（
貞
観
寺
）
は
そ
の
実
例
で
あ
り
、「
赤
山
禅
院
」
も
比
叡
山
延
暦
寺
の
一
部
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、「
真
如
院
」
は

「
道
場
」
と
も
記
さ
れ
て
お
り
「
堂
」
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
。「
淳
和
院
」
は
上
皇
の
後
院
の
名
称
で
あ
り
、「
雲
林
院
」
は
元
慶
寺
別
院
に

な
る
前
か
ら
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
上
皇
・
天
皇
の
後
院
・
離
宮
に
由
来
す
る
「
院
」
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

第
一
章
・
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
寺
・
堂
・
院
は
、
堂
宇
の
改
建
（
岡
本
堂
）、
僧
侶
の
居
住
と
仏
事
の
勤
修
（
雙
丘
寺
＝
天
安
寺
）、
定
額

寺
に
指
定
（
海
印
三
昧
寺
・
禅
林
寺
・
醍
醐
寺
）、
寺
額
・
寺
名
を
授
与
（
平
等
寺
・
報
恩
寺
・
大
覚
寺
・
安
祥
寺
、
真
如
寺
・
相
応
寺
）
と

い
っ
た
か
た
ち
で
、
朝
廷
か
ら
公
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
雲
居
寺
は
八
坂
寺
東
院
、
慈
恩
寺
は
西
寺
別
院
、
雲
林
院
は
元
慶
寺
別
院
と
い
う
よ

う
に
、
既
存
の
寺
に
付
属
す
る
「
院
」
と
な
る
こ
と
で
存
続
し
て
い
る
。
さ
ら
に
興
隆
寺
は
、
常
住
寺
十
禅
師
延
庭
の
建
立
で
あ
り
常
住
寺
の
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系
列
に
入
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

第
二
節

延
暦
・
大
同
年
間
の
寺
院
統
制

第
一
章
・
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
堂
・
寺
の
公
認
の
記
事
に
は
、
私
道
場
立
禁
止
令
の
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
岡
本
堂
の
「
天
長

年
間
に
検
非
違
使
が
悉
く
停
廃
と
し
た
。（
中
略
）
そ
の
堂
宇
を
特
に
改
築
す
る
こ
と
を
許
す
」、
慈
恩
寺
の
「
私
に
道
場
を
建
て
る
こ
と
は
格

が
禁
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
旧
宅
で
あ
っ
て
も
新
築
に
他
な
ら
な
い
」、
禅
林
寺
の
「
そ
も
そ
も
僧
が
俗
人
の
家
を
買
う
こ
と
は
、
律
令
が

禁
止
し
て
お
り
、
私
に
道
場
を
建
て
る
の
も
格
式
の
禁
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
禁
制
を
犯
し
て
そ
の
道
場
を
建
て
る
の
は
、
法
禁
を
押
し

て
罪
名
を
招
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。

私
道
場
建
立
禁
止
令
に
つ
い
て
は
、
僧
尼
令
（
18
・
不
得
私
蓄
条
）
に
僧
尼
が
私
に
園
宅
・
財
物
を
蓄
え
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
特
に
延
暦
二
年
（
七
八
三
）
六
月
十
日
の
太
政
官
符
「
禁
三
断
京
職
・
畿
内
・
諸
国
、
私
作
二
伽
藍
一
事
」（『
類
聚
三
代
格
』
巻
一

九
）
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、

右
、
奉
レ
勅
、
定
額
諸
寺
、
其
数
有
レ
限
、（
中
略
）
自
今
以
後
、
私
立
二
道
場
一
及
将
二
田
宅
園
地
一
捨
施
、
并
売
易
与
レ
寺
、
主
典
以
上

解
二
見
任
一、
自
余
不
レ
論
二
蔭
贖
一
決
二
杖
八
十
一、
官
司
知
而
不
レ
禁
亦
同
罪
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
違
反
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
「
主
典
以
上
」
の
職
に
あ
る
官
人
で
、
そ
れ
ら
が
田
宅
園
地
を
寺
に
施
入

す
る
か
た
ち
で
土
地
を
私
有
し
た
り
、
檀
越
と
し
て
寺
院
経
営
に
介
入
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
正
月
癸
酉
（
三
日
）
条
に
、

制
、
定
額
諸
寺
、
檀
越
之
名
、
載
在
二
流
記
一、
不
レ
可
二
輙
改
一、
而
愚
人
争
以
二
氏
寺
一、
仮
二
託
権
貴
一、
詐
称
二
檀
越
一、
寺
家
田
地
、
任
レ
情

売
買
、
事
多
二
姧
濫
一、
宜
レ
加
二
禁
断
一、
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同
書
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
八
月
壬
午
（
二
十
二
日
）
条
に
、

如
レ
聞
、
王
臣
勢
家
、
不
顧
二
本
願
一、
而
追
二
放
檀
越
一、
改
二
替
綱
維
一、
田
園
任
レ
意
、
或
売
或
耕
、
名
称
二
己
寺
一、
還
致
二
損
穢
一、
若
有
二

斯
類
一
者
、
五
位
已
上
録
レ
名
奏
聞
、
六
位
以
下
禁
レ
身
進
上
、
又
其
檀
越
子
孫
、
惣
摂
二
田
畝
一、
専
養
二
妻
子
一、
不
レ
供
二
衆
僧
一、
宜
乙
簡
下

氏
中
情
在
二
弘
道
一
者
上
充
甲、

と
い
う
法
制
が
載
っ
て
い
る
。
前
者
は
定
額
寺
の
檀
越
と
偽
っ
て
寺
田
を
売
買
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
内
容
で
あ
る
。
ま
た
後
者
は
、
王
臣
家
が

檀
越
を
追
放
し
綱
維
（
三
綱
）
を
交
替
さ
せ
て
寺
田
を
売
買
す
る
こ
と
や
、
檀
越
が
寺
田
を
流
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
内
容
で
あ
る
。

延
暦
二
十
四
年
に
は
、
私
寺
を
破
壊
し
て
、
東
寺
・
西
寺
の
造
営
の
資
材
に
充
て
た
こ
と
が
、『
扶
桑
略
記
』
延
暦
二
十
四
年
条
か
ら
知
ら

れ
る
。
そ
こ
に
は
、「
清
水
流
記
云
、
有
レ
勅
、
除
二
官
寺
一
外
、
諸
建
立
寺
、
皆
悉
破
却
、
寄
二
附
東
大（

西
）

寺
一、
爰
田
村
麿

（
坂
上
）

卿
奏
二
聞
公
家
一、
賜
二

官
符
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
記
事
が
『
清
水
寺
縁
起
』（
漢
文
縁
起
本
）、『
東
宝
記
』（
第
一
）
に
も
み
え
、「
東
大
寺
」
は
「
東
寺
・

西
寺
」
の
誤
記
で
あ
る
。

第
二
章
第
二
節
で
取
り
上
げ
た
寺
・
院
を
み
る
と
、
官
人
の
邸
宅
・
山
荘
を
寺
に
転
用
、
ま
た
は
貴
族
の
土
地
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
、
九

世
紀
成
立
の
寺
院
の
な
か
で
も
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
俗
人
の
主
導
で
建
て
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。
そ
れ
は
、
延
暦
二
年
・
二
十
四

年
・
大
同
元
年
（
七
八
三
・
八
〇
五
・
八
〇
六
）
の
私
道
場
建
立
禁
止
令
を
前
提
と
し
て
、
新
た
に
土
地
を
占
有
す
る
の
で
は
な
く
、
邸
宅
・

山
荘
・
私
有
地
を
寺
院
に
す
る
方
策
を
取
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
第
二
章
第
三
節
は
、
天
皇
・
上
皇
・
皇
族
の
居
住
空
間
や
所
有
地
が
寺

院
に
転
じ
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
淳
和
院
は
東
寺
・
西
寺
に
次
ぐ
京
域
内
の
寺
院
で
あ
る
。
延
暦
・
大
同
期
の
私
道
場
建
立
禁
止
令
の
結
果
、

官
人
は
邸
宅
・
山
荘
な
ど
既
存
の
施
設
・
土
地
を
利
用
し
て
寺
院
と
し
、
皇
族
も
そ
の
離
宮
や
後
院
を
寺
院
に
転
用
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

私
寺
存
続
の
方
策
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平
安
京
周
辺
の
寺
院
が
、
存
続
す
る
た
め
に
採
っ
た
方
策
や
、
認
可
さ
れ
た
処
遇
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。『
清
水
寺
縁
起
』（
漢
文
縁
起
本
）

に
有
効
な
素
材
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
本
文
の
末
に
は
、「
且
依
二
古
代
之
遺
文
一、
且
依
二
耆
老
之
党
語

（
マ
マ
）

一、
大
概
撰
二
集
之
一
」
等
の
文
言
が
あ

り
、「
所
レ
賜
二
寺
家
一
勅
書
官
符
官
牒
等
」
の
見
出
し
を
立
て
て
、
以
下
の
四
点
の
文
書
を
引
用
し
て
い
る(19
)。

①
嵯
峨
天
皇
宸
筆
勅
書
（
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
十
月
五
日
）

②
賜
寺
地
於
本
願
将
軍
官
符
（
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
十
月
十
九
日
山
城
国
司
充
太
政
官
符
）

③
賜
本
願
将
軍
墓
地
官
符
（
弘
仁
二
年
十
月
十
七
日
民
部
省
充
太
政
官
符
）

④
置
寺
家
俗
別
当
官
牒
（
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
十
二
月
二
十
二
日
清
水
寺
充
太
政
官
牒
）

こ
の
う
ち
①
は
、「
勅
、
得
二
大
納
言
坂
上
宿
禰
田
村
麿
解
状
一
偁
、
以
二
去
延
暦
廿
四
年
十
月
十
九
日
一
蒙
二
官
符
一、
賜
二
山
地
壹
処
一、
建
二
立

私
寺
一、
号
二
清
水
寺
一、
望
請
、
因
二
准
傍
例
一、
賜
二
印
一
面
一、
為
二
件
寺
之
長
財
一、
加
以
壊
二
私
寺
一
移
二
東
西
寺
一
之
日
、
田
村
麿
定
将
下
被
レ
免
二

件
清
水
寺
一、
為
二
鎮
護
国
家
之
庭
上、
則
以
二
田
村
丸（

麿
）

苗
裔
一、
為
レ
誓
成
二
寺
家
職
一、
以
二
僧
延
鎮
之
門
徒
一、
為
二
修
治
寺
之
司
一
矣
者
、
依
レ
請
、

弘
仁
元
年
十
月
五
日
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
延
暦
二
十
四
年
十
月
十
九
日
に
寺
地
の
官
符
を
受
け
た
事
実
、「
印
一
面
」
を
賜
わ
り
た
い
と

の
申
請
、
私
寺
を
壊
し
て
東
寺
・
西
寺
の
資
材
と
し
た
際
に
清
水
寺
は
そ
れ
を
免
れ
た
事
実
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
苗
裔
を
寺
家
の
職
、
延
鎮
の

門
徒
を
寺
司
と
し
た
い
と
の
申
請
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
申
請
が
、
弘
仁
元
年
十
月
十
五
日
に
勅
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
私
寺
（
私
道
場
）
を
壊
し
て
東
寺
・
西
寺
の
資
財
と
し
た
こ
と
は
、『
扶
桑
略
記
』
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
条
に
「
清

水
寺
流
記
」
か
ら
の
引
用
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
全
文
が
『
東
宝
記
』（
第
一
）
に
引
用
さ
れ
「
嵯
峨
天
皇
宸
筆
勅
書
、
于
レ
今

在
二
清
水
寺
一
」
の
文
言
が
追
記
さ
れ
て
い
る(20
)。

こ
の
「
勅
」
が
原
文
の
通
り
か
、
勅
そ
の
も
の
が
実
在
し
た
か
な
ど
、
信
憑
性
に
問
題
が
残

る
が
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
清
水
寺
に
関
す
る
申
請
を
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
何
ら
か
の
か
た
ち
で
そ
れ
が
認
可
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
。②

は
、「
清
水
山
寺
、
在
二
愛
宕
郡
一
」「
東
限
二
高
峯
一、
西
限
二
公
地
一、
南
限
二
展
振
谷
一、
北
限
二
大
道
一
」
の
四
至
を
定
め
た
も
の
で
、『
扶
桑

岡野浩二 平安京周辺寺院の成立57



略
記
』
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
条
の
「
同
年
、
官
符
云
、
東
山
清
水
寺
、
右
大

（
神
王
）

臣
宣
、
奉
レ
勅
、
件
寺
地
殊
賜
二
参
議
従
三
位
坂
上
宿
禰

田
村
麿
一、
永
為
二
私
寺
一、
国
宜
承
知
、
依
レ
宣
行
レ
之
、
符
到
奉
行
、
参
議
従
四
位
上
右
大
弁
兼
行
左
近
衛
少
将
勘
解
由
長
官
阿
波
守
秋
篠
朝
臣

安
人
」
の
記
事
と
合
致
し
て
い
る
。
③
は
『
日
本
紀
略
』
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
十
月
十
月
戊
寅
（
十
七
日
）
条
の
「
賜
二
山
城
国
宇
治
郡
地

三
町
一、
為
二
故
大
納
言
贈
従
二
位
坂
上
大
宿
禰
田
村
麿
之
墓
地
一
」
と
符
合
し
て
い
る
。
④
は
坂
上
正
野
を
清
水
寺
の
「
別
当
」（
俗
別
当
）
に

補
任
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
文
中
に
引
用
す
る
承
和
四
年
（
八
三
七
）
五
月
七
日
の
治
部
省
充
太
政
官
符
は
、『
続
日
本
後
紀
』
同
月
己
巳

（
七
日
）
条
と
同
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
②
③
④
は
『
平
安
遺
文
』（
二
七
号
・
三
四
号
・
一
一
三
号
）
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
原
文
書
の

忠
実
な
引
用
と
み
ら
れ
る
。

清
水
寺
の
例
で
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
、「
四
至
」（
寺
域
）
を
官
符
で
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
四
至
」
に
つ
い
て
は
、
他
の
例

も
合
わ
せ
て
考
え
て
お
き
た
い
。
①
比
叡
寺
（
延
暦
寺
）
は
、「
弘
仁
九
年
比
叡
山
寺
僧
院
等
之
記
」（
園
城
寺
文
書
）
に
弘
仁
九
年
（
八
一

八
）
四
月
二
十
一
日
に
最
澄
が
「
結
界
地
」
を
「
東
限
比
叡
社
并
天
之

、
南
限
二
登
美
渓
一、
西
限
二
大
比
叡
北
峯
小
比
叡
南
峯
一、
北
限
二
三
津

渓
横
川
谷
一
」
と
定
め
た
と
い
う
記
事
が
あ
る(21
)。

②
雲
居
寺
は
、
承
和
四
年
（
八
三
七
）
に
八
坂
寺
東
院
（
別
院
）
に
な
っ
た
が
、「
四
至
」

を
定
め
る
こ
と
が
申
請
さ
れ
た
。
③
安
祥
寺
の
場
合
、
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
に
五
〇
町
の
寺
領
が
寄
進
さ
れ
、
そ
の
四
至
「
東
限
二
大
樫
大

谷
一、
南
限
二
山
陵
一、
西
限
二
堺
峯
一、
北
限
二
檜
尾
古
寺
所
一
」
が
記
さ
れ
た
。
④
相
応
寺
は
、「
漁
商
比
屋
之
地
」
に
端
を
発
し
、
貞
観
八
年

（
八
六
六
）
に
「
宜
下
賜
二
四
履
一
永
為
中
寺
堺
上、
東
至
二
橋
道
一、
南
至
二
河
崖
一、
西
至
二
作
山
一、
北
至
二
大
路
一
」
と
四
至
が
決
ま
っ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、
①
は
「
結
界
」
と
い
う
宗
教
上
の
範
疇
で
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
③
は
寺
領
の
四
至
で
あ
り
、
寺
域
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
②
④
は
、
近
接
す
る
法
観
寺
や
民
間
施
設
と
の
境
界
を
明
示
し
て
お
く
必
要
か
ら
四
至
が
決
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
清
水

寺
は
、
既
存
施
設
の
な
い
山
林
に
建
て
ら
れ
た
が
、
珍
皇
寺
（
鳥
戸
寺
）
が
近
く
に
広
大
な
寺
領
を
有
し
て
お
り
、
永
保
二
年
（
一
〇
八
二
）

十
二
月
の
勧
修
寺
僧
正
信
覚
房
下
文
（『
平
安
遺
文
』
一
一
九
七
号
）
に
、
清
水
寺
・
珍
皇
寺
が
愛
宕
郡
の
土
地
を
め
ぐ
っ
て
争
い
、
清
水
寺

が
持
っ
て
い
た
公
験
に
よ
っ
て
勝
訴
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
延
暦
二
十
四
年
の
時
点
で
坂
上
田
村
麻
呂
は
、
清
水
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寺
と
近
接
す
る
珍
皇
寺
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
て
、「
四
至
」
を
太
政
官
符
で
確
定
す
る
こ
と
を
申
請
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
寺
域

の
四
至
は
、
近
接
す
る
他
者
の
存
在
を
前
提
と
し
て
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
注
目
す
べ
き
は
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
清
水
寺
の
「
印
一
面
」
を
申
請
し
、
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
に
認
可
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
八
月
己
卯
（
二
十
六
日
）
条
に
、
僧
綱
お
よ
び
大
安
・
薬
師
・
東
大
・
興
福
・
新
薬
師
・
元
興
・
法

隆
・
弘
福
・
四
天
王
・
崇
福
・
法
華
・
西
隆
の
各
寺
に
印
を
鋳
造
し
て
頒
布
し
た
記
事
が
あ
り
、
印
は
官
大
寺
だ
け
が
有
し
た
と
考
え
が
ち
で

あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
最
澄
が
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
七
月
十
七
日
に
記
し
た
『
羯
磨
金
剛
目
録
』（
唐
か
ら
将
来
し

た
宝
物
・
聖
教
を
納
め
た
目
録
の
断
簡
）
に
三
二
の
「
比
叡
寺
印
」
が
押
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
弘
仁
十
四
年
に
「
延
暦
寺
」
号
が
許
さ
れ
る

よ
り
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
延
暦
・
大
同
年
間
の
寺
院
統
制
策
に
よ
っ
て
存
続
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
私
道
場
に
対
し
て
、
存
続
を
許
さ
れ
た
私

寺
の
中
に
は
、
寺
印
の
鋳
造
を
許
さ
れ
た
り
、
印
を
朝
廷
か
ら
頒
布
さ
れ
た
事
例
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
自
身
の
苗
裔
を
寺
家
の
職
、
延
鎮
の
門
徒
を
寺
司
と
し
た
い
と
申
請
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
日
本
後

紀
』
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
八
月
壬
午
（
二
十
二
日
）
条
に
み
え
る
「
追
二
放
檀
越
一、
改
二
替
綱
維
一
」「
宜
乙
簡
下
氏
中
情
在
二
弘
道
一
者
上
充
甲
」

の
文
言
と
対
応
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
寺
院
経
営
の
当
事
者
で
あ
る
檀
越
（
俗
人
）
と
綱
維
（
三
綱
）
を
追
放
し
た
り
入
れ
替
え
た
り
す
る
違

法
行
為
を
禁
じ
、
檀
越
氏
族
の
中
で
仏
教
を
広
め
る
志
を
持
っ
た
者
が
寺
院
経
営
に
当
た
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て

坂
上
田
村
麻
呂
の
子
孫
と
延
鎮
の
門
徒
が
清
水
寺
の
経
営
を
担
う
と
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
の
俗
別
当
の
任

命
に
つ
い
て
い
え
ば
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
四
年
（
八
三
七
）
五
月
己
巳
（
七
日
）
条
に
、
近
城
諸
寺
で
「
住
持
」（
僧
侶
の
責
任
者
）
が
絶

え
て
淫
濫
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
「
別
当
」
を
定
め
て
糺
正
さ
せ
る
、
文
武
の
五
位
の
官
人
で
明
察
鯁
直
の
者
を
そ
れ
に
充
て
る
と
い
う
記
事

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
氏
寺
の
俗
別
当
に
檀
越
氏
族
の
官
人
を
充
て
る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
坂
上
氏
は
俗
別
当
の
人
事
を
介
し
て
、

清
水
寺
の
管
理
は
同
氏
が
担
う
と
い
う
意
思
表
示
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

清
水
寺
は
、
四
至
（
寺
域
）
を
確
定
し
、
寺
印
を
使
用
し
、
運
営
を
担
う
僧
侶
と
檀
越
を
確
定
す
る
こ
と
で
、
寺
院
の
存
続
を
図
っ
た
。
そ
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れ
ら
の
事
項
は
他
寺
院
で
も
み
ら
れ
る
が
、
清
水
寺
の
場
合
、
そ
れ
ら
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

第
四
節

平
安
京
周
辺
寺
院
の
消
長

九
世
紀
に
成
立
し
た
平
安
京
周
辺
寺
院
の
そ
の
後
の
姿
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
平
安
末
期
に
存
続
し
た
寺
院
を
挙
げ
よ
う
。

摂
関
・
大
臣
・
大
納
言
・
中
納
言
・
参
議
が
主
要
寺
院
の
「
別
当
」
を
兼
務
す
る
俗
別
当
制
に
着
目
す
る
と
、『
兵
範
記
』
嘉
応
元
年
（
一
一

六
九
）
八
月
二
十
九
日
条
、『
玉
蘂
』
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
三
月
二
十
五
日
条
に
み
え
る
補
任
例
の
う
ち
、
九
世
紀
成
立
の
京
都
周
辺
寺

院
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
延
暦
寺
・
東
寺
・
西
寺
・
醍
醐
寺
・
貞
観
寺
・
仁
和
寺
・
嘉
祥
寺
・
雲
林
院
・
元
慶
寺
・
檀
林
寺
・
海
印
三
昧
寺
・

大
覚
寺
・
常
住
寺
・
天
安
寺
。
ま
た
『
山
槐
記
』
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
十
一
月
十
二
日
条
に
み
え
る
高
倉
天
皇
中
宮
（
平
徳
子
）
の
御
産

を
理
由
と
し
た
誦
経
の
対
象
寺
院
（
七
四
寺
と
追
加
の
三
寺
）
の
う
ち
、
九
世
紀
の
平
安
京
周
辺
寺
院
は
、
東
寺
・
西
寺
・
延
暦
寺
・
円
城

寺
・
醍
醐
寺
・
仁
和
寺
・
珍
皇
寺
・
雲
林
院
・
清
水
寺
で
あ
る
。

次
に
、
廃
寺
に
な
っ
た
事
例
と
し
て
、
平
等
寺
が
挙
げ
ら
れ
る
。
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
二
月
十
七
日
、
平
親
範
（
円
智
）
は
護
法
寺
・

平
等
寺
・
尊
重
寺
を
合
わ
せ
て
一
寺
（
尊
重
護
法
寺
）
と
し
、
寺
務
僧
（
別
当
）
に
つ
い
て
取
り
決
め
た
条
規
を
作
成
し
た
（『
鎌
倉
遺
文
』

二
〇
八
五
号
）。
そ
こ
で
は
、「
平
等
寺
ᷤ
原
親
王
建
立
、
元
在
二
広
隆
寺
西
一、
其
寺
焼
失
之
後
、
於
二
旧
跡
一
者
、
広
隆
寺
領
レ
之
、
円
智

（
平
親
範
）

以
二

彼
本
尊
一
奉
レ
居
二

当
寺

（
護
法
寺
）

一
」
と
あ
り
、
焼
失
し
て
寺
域
が
広
隆
寺
領
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
建
立
者
が
平
高
棟
で
な
く
父
の
ᷤ
原
親

王
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
平
親
信
が
建
て
た
尊
重
寺
も
顚
倒
、
平
範
家
（
親
範
の
父
）
が
建
て
た
護
法
寺
も
移
転
や
火
災
を
経
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
高
棟
流
桓
武
平
氏
は
摂
関
家
の
家
司
を
つ
と
め
日
記
を
残
し
た
家
系
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
氏
寺
は
荒
廃
と
新
寺
院
の
建

立
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
第
二
章
第
二
節
で
取
り
上
げ
た
寺
院
の
う
ち
、
慈
恩
寺
（
滋
野
氏
）・
真
如
院

（
藤
原
氏
）・
報
恩
寺
（
伴
氏
）・
某
寺
（
在
原
氏
）
も
氏
寺
に
な
っ
た
が
、
活
動
は
確
認
で
き
ず
衰
微
し
た
と
み
ら
れ
る
。
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存
続
し
た
寺
院
に
つ
い
て
も
、
支
持
者
や
存
在
形
態
は
一
様
で
は
な
い
。
清
水
寺
は
、
藤
原
実
資
が
毎
月
十
八
日
に
参
詣
し
て
灯
明
を
奉
じ

た
こ
と
が
『
小
右
記
』
に
み
え
、
十
世
紀
に
は
観
音
信
仰
の
場
と
し
て
定
着
し
て
い
る(22
)。

雲
居
寺
は
、
八
坂
寺
の
別
院
で
あ
っ
た
が
、『
中
右

記
』
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
九
月
八
日
条
に
「
東
山
雲
居
寺
聖
人
之
所
レ
作
極
楽
堂
焼
亡
」(23
)、『

百
練
抄
』
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
七
月

十
九
日
条
に
「
瞻
西
上
人
、
於
二
雲
居
寺
一、
供
二
養
金
色
八
丈
阿
弥
陀
如
来
像
一、
貴
賤
結
縁
、
摂
政

（
藤
原
忠
通
）

書
レ
額
、
号
二
証
応
阿

弥
陀
院
一

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
雲
居
寺
に
付
属
す
る
「
極
楽
堂
」
や
「
証
応
阿
弥
陀
院
」（
十
巻
本
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
で
は
「
勝
応
阿
弥
陀
寺
」）
が
登
場
し
、
貴

賤
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

九
世
紀
成
立
の
平
安
京
周
辺
寺
院
に
は
、
山
林
な
ど
既
存
施
設
の
な
い
場
所
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
、
貴
族
の
邸
宅
・
山
荘
、
上
皇
や
天
皇

の
後
院
・
離
宮
な
ど
既
存
施
設
を
転
用
・
利
用
し
て
成
立
し
た
も
の
と
が
あ
る
。
後
者
は
、
寺
院
を
介
し
た
土
地
私
有
を
禁
じ
た
延
暦
・
大
同

期
の
法
制
を
受
け
て
、
新
た
に
土
地
を
所
有
す
る
こ
と
な
く
寺
院
を
成
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
私
寺
と
し
て
存
続
し
た
清
水
寺
は
、
四
至
の

確
定
、
寺
印
の
使
用
、
寺
院
経
営
に
当
た
る
俗
人
（
檀
越
）
と
僧
侶
（
綱
維
）
の
確
定
を
朝
廷
に
申
し
出
て
許
さ
れ
て
い
る
。
貴
族
が
建
て
た

寺
院
に
は
、
平
等
寺
の
よ
う
に
伽
藍
や
経
営
が
維
持
で
き
ず
に
廃
寺
に
な
っ
た
も
の
が
多
い
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
清
水
寺
や
雲
居
寺
の
よ
う

に
、
建
立
当
初
と
は
異
な
る
貴
賤
の
信
仰
を
集
め
る
寺
院
も
登
場
し
た
。

以
上
が
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
導
き
出
せ
る
結
論
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
以
下
の
二
点
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
寺
院
縁
起
を
使
用
し
た
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
清
水
寺
縁
起
』
末
尾
に
収
録
さ
れ
た
太
政
官
符
・
太
政
官
牒
は
原
文

の
忠
実
な
引
用
、
勅
書
は
や
や
疑
問
が
残
る
が
史
実
を
反
映
し
た
も
の
と
筆
者
は
考
え
た
。
ま
た
『
醍
醐
寺
要
書
』
に
収
め
ら
れ
る
太
政
官

符
・
太
政
官
牒
・
僧
綱
牒
な
ど
は
忠
実
な
引
用
で
あ
る
が
、
複
数
の
『
醍
醐
寺
縁
起
』
が
伝
え
る
草
創
期
の
記
事
に
は
異
動
が
あ
り
、
創
作
・
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誇
張
が
想
定
で
き
る
。『
朝
野
群
載
』（
巻
二
）
所
収
の
承
和
五
年
（
八
三
八
）「
広
隆
寺
縁
起
」
は
、
火
災
の
後
に
寺
域
の
坪
付
を
記
録
す
る

こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
寺
院
縁
起
に
は
、
①
引
用
文
書
、
②
現
状
記
録
、
③
故
事
来
歴
を
喧
伝
す
る
文
章
、
が
混
在
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
寺
院
縁
起
を
用
い
た
研
究
で
は
③
の
内
容
を
考
証
す
る
こ
と
が
多
い
が(24
)、

①
②
を
基
軸
と
し
て
③
を
そ
れ
ら
と
の
関
係
で

考
察
す
る
手
法
こ
そ
必
要
な
の
で
あ
る
。

第
二
に
、「
寺
院
史
」
研
究
の
視
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
平
安
京
周
辺
の
寺
院
の
成
立
は
、
天
台
宗
・
真
言
宗
の
展
開
や
、
定
額
寺
・
御
願

寺
と
い
う
寺
院
制
度
史
の
枠
で
説
明
が
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
寺
院
は
、
そ
う
し
た
範
疇
に
収
ま
っ
て
い
な

い
。
貴
族
邸
宅
を
寺
院
に
転
換
す
る
事
例
で
は
、
住
僧
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
清
水
寺
は
定
額
寺
（
朝
廷
が
灯
分

料
稲
や
修
理
料
稲
を
施
入
、
一
定
数
の
年
分
度
者
や
住
僧
の
安
置
を
認
可
す
る
寺
格(25
)）

で
も
御
願
寺
で
も
な
く
、
私
寺
の
ま
ま
四
至
や
寺
印
が

認
可
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
は
土
地
所
有
や
氏
族
政
策
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
べ
き
事
項
な
の
で
あ
る
。
ま
た
「
平
安
京
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
い
て
も
、
寺
院
の
記
述
が
希
薄
な
研
究
書
・
概
説
書
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
死
者
の
葬
送
や
、
困
窮
者
の
救
済

事
業
に
は
寺
院
や
僧
尼
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
寺
院
史
」
は
そ
れ
ら
の
諸
分
野
と
関
連
付
け
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

註

(1
)
た
な
か
し
げ
ひ
さ
「
10
世
紀
の
平
安
京
内
外
の
諸
寺
」（『
日
本
歴
史
』
二
六
七
号
、
一
九
七
〇
年
）。

(2
)
京
都
市
編
『
京
都
の
歴
史

第
一
巻

平
安
の
新
京
』（
京
都
市
、
一
九
七
〇
年
）。

(3
)
角
田
文
衛
監
修
、
財
団
法
人
古
代
学
協
会
・
古
代
学
研
究
所
編
『
平
安
京
提
要
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
）。

(4
)
堀
裕
「
平
安
京
と
寺
々
」（
西
山
良
平
・
鈴
木
久
男
編
『
古
代
の
都
３

恒
久
の
都
平
安
京
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）。

(5
)
西
本
昌
弘
「
平
安
京
野
寺
（
常
住
寺
）
の
諸
問
題
」（
角
田
文
衛
監
修
・
古
代
学
協
会
編
『
仁
明
朝
の
諸
問
題
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
）。

(6
)
本
郷
真
紹
「「
御
願
寺
」
再
考
」（
栄
原
永
遠
男
ほ
か
編
『
律
令
国
家
史
論
集
』
塙
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）。
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(7
)
西
本
昌
弘
「
平
安
京
野
寺
（
常
住
寺
）
の
諸
問
題
」（
前
掲
註
（
5
））。

(8
)
『
訳
注
日
本
史
料

延
喜
式
下
』
二
一
四
頁
、『
新
校
群
書
類
従

第
四
巻
』
四
〇
七
頁
。

(9
)
黒
須
利
夫
「
七
寺
・
七
廟
考
」（
あ
た
ら
し
い
古
代
史
の
会
編
『
王
権
と
信
仰
の
古
代
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）。

(10
)
以
上
、
西
本
昌
弘
「
平
安
京
野
寺
（
常
住
寺
）
の
諸
問
題
」（
前
掲
註
（
5
））
に
よ
る
。

(11
)
杉
山
信
三
「
延
喜
式
に
見
る
京
内
外
の
七
寺
に
つ
い
て
」（『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
一
九
号
、
一
九
五
二
年
）。

(12
)
岡
本
堂
に
つ
い
て
は
、
藤
本
誠
「
古
代
村
落
の
「
堂
」
と
仏
教
統
制
」（『
古
代
国
家
仏
教
と
在
地
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
、
初
出
二
〇
一

三
年
）
が
基
礎
的
考
察
を
加
え
て
い
る
。

(13
)
『
伝
教
大
師
全
集

巻
三
』
口
絵
写
真
、
平
岡
定
海
「
延
暦
寺
の
成
立
」（『
日
本
寺
院
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
八
一
年
、
初
出
一
九
七
六
年
）。

な
お
『
平
安
遺
文
』
四
三
四
二
号
に
は
「
延
暦
寺
印
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
誤
記
で
あ
る
。

(14
)
上
野
勝
之
「
古
代
の
貴
族
住
宅
と
宗
教
」（
西
山
良
平
・
藤
田
勝
也
編
『
平
安
京
と
貴
族
の
住
ま
い
』
京
都
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
が
、
貴
族
邸

宅
が
寺
院
に
な
っ
た
例
を
挙
げ
て
い
る
の
で
、
参
照
し
た
。

(15
)
佐
伯
有
清
『
慈
覚
大
師
伝
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
三
二
一
頁
。

(16
)
『
新
訂
増
補
故
実
叢
書

拾
芥
抄
』
三
九
八
頁
、『
平
安
京
提
要
』（
前
掲
註
（
3
）
書
）
三
三
五
～
三
三
六
頁
。

(17
)
直
木
孝
次
郎
「
日
本
霊
異
記
に
み
え
る
「
堂
」
に
つ
い
て
」（『
奈
良
時
代
史
の
諸
問
題
』
塙
書
房
、
一
九
六
八
年
、
初
出
一
九
六
〇
年
）。

(18
)
杉
山
信
三
『
院
家
建
築
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）。

(19
)
『
清
水
寺
史

第
三
巻

史
料
』（
清
水
寺
史
編
纂
委
員
会
編
、
清
水
寺
、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
五
〇
～
四
五
二
頁
。『
大
日
本
仏
教
全
書

第
一

一
七
冊
』
二
二
四
～
二
二
六
頁
も
同
様
。『
清
水
寺
史

第
一
巻

通
史
（
上
）』（
一
九
九
五
年
）
は
、
複
数
の
『
清
水
寺
縁
起
』
を
四
種
七
点
に
分
類

し
、
漢
文
縁
起
本
を
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
の
成
立
と
解
説
し
て
い
る
。

(20
)
『
続
々
群
書
類
従

第
十
二
』
一
～
二
頁
。

(21
)
『
園
城
寺
文
書

第
一
巻

智
証
大
師
関
係
文
書
』
六
三
号
、
三
九
四
頁
。

(22
)
例
え
ば
『
小
右
記
』
天
元
五
年
正
月
か
ら
六
月
の
各
月
十
八
日
条
。
三
橋
正
「
藤
原
実
資
の
観
音
信
仰
」（『
平
安
時
代
の
信
仰
と
宗
教
儀
礼
』
続
群
書

類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。

(23
)
『
増
補
史
料
大
成

中
右
記
四
』
一
九
〇
頁
。
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(24
)
例
え
ば
、
逵
日
出
典
「
清
水
寺
縁
起
考
」（『
奈
良
時
代
山
岳
寺
院
の
研
究
』
名
著
出
版
、
一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）。

(25
)
中
井
真
孝
「
定
額
寺
の
原
義
」（『
日
本
古
代
仏
教
制
度
史
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
七
六
年
）。
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